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全体概要 

実証対象技術／ 
環境技術開発者 

ToxiRAE ProPID スタンダードモデル PGM-1800 
日本レイシステムズ株式会社 

実証機関 公益社団法人日本環境技術協会 
実証試験期間 平成 24 年 12 月 10 日（月）～12 月 21 日（金） 

本技術の目的 
VOC 排出削減の自主的取組みに利用できる「室内環境 VOC」、「作業環境

VOC」、「排ガス VOC」用等の簡易測定 

 
 
１．実証対象技術の概要 
（本章の情報は、環境技術開発者が自らの責任において申請した内容及びその情報を参考に整理し

たものであり、環境省及び実証機関は、内容に関して一切の責任を負いません。） 

 
○ 機器の特徴 
 PID（Photo Ionization Detector：光イオン化検出器）はさまざまな揮発性有機化合物や有毒ガス

を ppb レベルの低濃度から 10,000ppm を超える高濃度まで広い範囲を測定することが可能である。 
 内蔵した電池で駆動するポータブルタイプで小型・軽量であり、操作ガスが不要なため持ち運び

ができ現場で簡単に測定することができる。成分分離機能はないが、操作が容易で保守性に優れて

いるため、各種事業所での固定発生源から排出される VOC のモニタリング、VOC 回収装置監視、

作業環境監視、排水監視、土壌地下水浄化監視など各種 VOC 発生源での連続環境監視用に利用でき

る。 
 

○ 仕様の概要 
項目 記 入 欄 

企業名 日本レイシステムズ株式会社 URL http://nihonrae.com/ 

住 所 〒100-0005 東京都千代田区丸の内 2-2-3 丸の内仲通りビル 617-B 区 

担当者所属・氏名 技術部 田中 聡平 

連絡先 TEL／FAX TEL：03（6269）9646 FAX：03（6269）9647 

技術･製品の名称・型番 ToxiRAE ProPID  スタンダードモデル（PGM-1800） 
測定対象物質 
 

各種 VOC：測定ガス設定で 190 種に及ぶ化合物に対応したライブラリ補正

可能。10.6 eV ランプを使用。 
測定濃度範囲 2 レンジ自動切換え（最小表示 0.1ppm） 

①0.1～99.9ppm 
②100～2000ppm 

測定原理 PID（光イオン化検出器） 

重量（g） 235 g 
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価格（円） 30 万円（参考市場価格） 

外形寸法 118（高さ）×60（幅）×30（奥行き）mm 

電 源 充電式バッテリー または AC アダプタ 

概 観 

    

 

 
 
○ 測定原理 
 ToxiRAE ProPID(PGM-1800)には揮発性有機化合物の検出に PID（Photoionization Detector）
を採用しており、PID は紫外線を照射するランプと定流量の試料ガスを通気するセルからなり、セ

ルには電極が配置されている。試料ガスに含まれる一部の揮発性有機化合物の分子は紫外線の照射

によりイオン化され電極に移動し、その電荷量からガス濃度を測定する。 
揮発性有機化合物（VOC）や炭化水素（HC）などの一般分類の化合物の検出に適しており、PID

は感度が優れ、超低濃度（ppb：parts per billion)の化合物でもすばやく反応するため、生命に緊急

の脅威をもたらすガスだけでなく、長期的に健康に悪影響を与える有毒蒸気からも作業者を保護で

きる。 

 

PID センサー分解図 UV ランプ 

センサー電極面 
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PID は、イオン化エネルギー（IE）がランプの光子エネルギーより低いすべての化合物の測定を

行う。提供されるランプは、9.8、10.6 および 11.7eV の 3 種のランプである（PGM-1800 は 10.6eV）。 

 
一部の一般的な化学物質のイオン化エネルギー（IE） 

 
 
２．実証試験の概要 
○ 試験期間 

実証試験は平成 24 年 12 月 10 日（月）～12 月 21 日（金）の期間に実施した。また、実証試験に

関しては「平成 24 年度 環境技術実証事業 実施要領」及び「VOC 等簡易測定技術 実証試験要領」

に従い実施した。 
 
○ 実証対象試験機の台数等 
試験に供する実証製品の台数は 1 台（検出器のランプが 10.6 eV）とした。 

 
○ 実証項目 

繰返し性、直線性、干渉影響試験、応答時間等について実証した。 
 
○ 実証試験実施場所 
横浜市環境科学研究所 標準ガス試験室 
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３．実証試験結果 
各試験方法は本編 ５．実証試験実施方法を参照。なお、試験は AC アダプタを用いて実施した。 

 
○ 繰返し性試験 
繰返し性は概ね良好であった。一部の結果で偏差がやや大きな範囲を示したが、その原因は測定濃

度範囲（0.1～99.9ppm：分解能 0.1ppm）に対し、低濃度測定（約 5 ppm 以下）のためであった。 
 

繰返し性試験結果まとめ 
実証製品 試験用ガス 結果まとめ 

PGM-1800 

ゼロ点 
5 ppm未満 各濃度における偏差の範囲は－2.0～6.1 ％であった。 
5 ppm以上 各濃度における偏差の範囲は－0.7～2 ％であった 

スパン 
5 ppm未満 

各ガス種、濃度における偏差の範囲は－2.7～8.1 ％であった

が、測定範囲に対し試験ガス濃度が低いためと考えられる。 
5 ppm以上 各ガス種、濃度における偏差の範囲は－0.6～0.3 ％であった。 

 
○ 直線性試験 

直線性試験結果は概ね良好であった。 
 

直線性試験結果まとめ 
実証製品 試験用ガス 結果まとめ 

PGM-1800 
5 ppm 未満 

各ガス種、濃度における偏差の範囲は－6.7～13.3 ％、近似直線

の R2値は 0.972 以上であったが、測定範囲に対し試験ガス濃度

が低いためと考えられる。 

5 ppm 以上 
各ガス種、濃度における偏差の範囲は－0.6～4.8 ％、近似直線

の R2値は 0.998 以上であった  

PGM-1800

y = 1.294 x - 0.014

R2 = 0.991
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（例：VOC 5 成分（トルエン＋イソプロピルアルコール＋ n-ヘキサ

ン＋酢酸エチル＋メチルエチルケトン）0.563ppm にて） 

PGM-1800

y = 0.804 x + 0.056

R2 = 1.000
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（例：VOC 5 成分（トルエン＋イソプロピルアルコール＋ n-ヘキサ

ン＋酢酸エチル＋メチルエチルケトン）9.05ppm にて） 
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○ 干渉影響試験 
干渉成分の影響（酸素でのスパン）について、酸素濃度が 15 ％以下の場合にやや大きな影響が見

られた。二酸化炭素はスパン、ゼロ点共に全く影響がなく、水分はスパンにおいてやや影響が見られ

た。 
干渉影響試験結果まとめ 

実証製品 結果まとめ 

PGM-1800 

酸素の影響（4～21 ％において）はスパンで－40 ％とやや大きかった。なおゼロ

点では影響はなかった。 
二酸化炭素の影響（0～4000 ppm において）はスパン、ゼロ点共に 1 ％以下と影響

はなかった。 
水分の影響（RH5～80 ％において）はスパンでは＋20 ％であった。なおゼロ点で

は影響はなかった。 
 

 
○ 応答時間試験 

本試験は試験用ガス供給ラインを含んだ試験であり、機器単体でのものではない。 
指示値の例を図に示した。 

応答時間結果まとめ 
実証製品 結果まとめ 

PGM-1800 2 分～4 分 
  

   

PGM-1800

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

0
0
:0

0

0
0
:4

3

0
1
:2

6

0
2
:1

0

0
2
:5

3

0
3
:3

6

0
4
:1

9

0
5
:0

2

0
5
:4

6

0
6
:2

9

0
7
:1

2

0
7
:5

5

0
8
:3

8

0
9
:2

2

1
0
:0

5

1
0
:4

8

1
1
:3

1

1
2
:1

4

1
2
:5

8

1
3
:4

1

1
4
:2

4

1
5
:0

7

1
5
:5

0

1
6
:3

4

1
7
:1

7

1
8
:0

0

1
8
:4

3

時間（分:秒）

指
示

値
(p

pm
）

 
 



 - 6 -

○ 再現性（ドリフト）試験 

 再現性は良く安定していた。 
再現性試験結果 

実証製品 校正用ガス 12 月 12 日 12 月 21 日 
PGM-1800 イソブテン 9.62 ppm 9.6 ppm 9.5 ppm 感度比 0.99 

  
トルエン試験用ガス測定時の比較機 FID※（水素炎イオン化検出器：排ガス VOC 測定の公定法）

の指示値から補正計算した再現性結果を示した。 
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※ FID は排ガス分野測定の公定法であるが、今回の実証試験は室内環境、作業環境用の低濃度であ

るため、仕様の範囲ではない。さらに今年度の実証試験項目として「公定法との比較」はないた

め、比較機 FID は調製濃度の確認用にのみ用い、詳細データは本報告書には記載しない。 
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４．実証試験結果まとめ 
 

実証試験結果まとめ 
 

視点 PGM-1800 結果まとめ 

信頼性 

試験を実施した繰返し性、直線性、干渉成分の影響（二酸化炭素、水分）、応答時間、

再現性ともに、数 ppm 以上の濃度範囲では、非常に良好な性能を有していた。 
ただし、干渉成分の影響（酸素でのスパン）について、酸素濃度が 15％以下の場合

にやや大きな影響が見られたので注意が必要である。 
一部の結果で偏差が大きな値を示したが、その原因は測定濃度範囲（0.1～99.9 ppm：

分解能 0.1 ppm）に対し、低濃度測定（約 5 ppm 以下）のためであった。 
 

実用性 

室内環境用としては感度がやや不足していると考えられるが、作業環境（中濃度）か

ら排ガス（高濃度）までの VOC モニターとして有効である。 
基本的な測定結果は校正用ガスのイソブテン換算濃度であり、各種 VOC の濃度値を

測定したい場合は注意が必要である。各種ガスの換算係数（C.F.）がテーブルとして示

されているが、ランプ等のばらつきによるものか、テーブル通りとはいかないようであ

る。厳密に濃度を測定したい場合は、測定現場での各種 VOC の成分濃度比率に近い校

正用ガスでスパン調整を実施することが必要である。 
各種のプログラミングモード（校正、測定、アラーム等）が準備されており、測定現

場での利用に適している。内蔵データメモリ機能があり、PC へのデータ転送も可能で

ある。 
 

簡便性 

操作手順は簡単かつ容易である。 

ただし、スパンガス濃度の設定変更などが、やや煩雑であった（例：数字送りが

行きすぎた場合に戻れない）。 

  
価格 30 万円（参考市場価格） 
質量 235 g 
電源 充電式バッテリー または AC アダプタ 
暖機時間 特に必要なし 

 

 


